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られる。後藤君は， 乙の一般的な万法を簡単な Lee のモデルに応用して彼の方法からもとまる結果が従
来の S一行列から求めた粒子の質量，及び寿命と一致する事を示した。彼の方法にしたがえば解析接続の
ような物理的にあいまいな手続を用いなくとも，孜々の理解しやすい境界条件のみを考えることによってヂ
不安定粒子も現在の場の理論のワクの中に取り入れられることがわかった。乙の研究は日本のみならず外
国においても，他に類を見ない独自のものであり，最終試験の結果と合わせ考える時，理学博士の学位を
うるに卜分な資格があるものと認められるの
ロo? ?
